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学 位 論 文 要 約  
 
 博士論文題目  Modification of Rectal Function and Emotion by Repetitive Transcranial Magnetic Stimulation in 
Humans（反復経頭蓋磁気刺激による内臓知覚と情動の修飾 ） 
 
 
  東北大学大学院医学系研究科   医科学 専攻 
       機能医科学 講座  行動医学 分野 
氏名 相澤 祐一         
 
 背景：我々の先行研究は内臓痛覚中の右背側前頭前野 への低周波数反復経頭蓋磁気刺激 が大
腸粘膜への電気刺激によって誘発された不安を減少させることを実証した。しかし、その現象が右 に
特異的であるのか、左 への でも生じるのかは不明である。そこで、主に以下の 仮説を検証し
た。仮説 右 への低周波 によって、大腸電気刺激誘発性の内臓感覚・陰性情動が特異的に抑制
される。仮説 左 への高周波 によって、大腸電気刺激誘発性の内臓感覚・陰性情動は抑制され
る。
方法：平均年齢 ± 平均± の健常者男性 名を対象とし、右 あるいは左 刺激
を行った。直腸に電気刺激（ あるいは ）を行い、 には 、 の低周波数（ ）
あるいは の高周波数（ ） のいずれかを組み合わせて、 直腸無刺激、
直腸 刺激、 直腸 刺激、 直腸 刺激の 通りを順序をランダム化して加え
た。直腸電気刺激から、内臓刺激大脳誘発電位（ ）を測定し、その直後、腹痛、腹部不快感、膨満感、ス
トレス、便意、不安、眠気からなる で内臓感覚、情動を評価した。同時に、血中 、コルチ
ゾール、アドレナリン、ノルアドレナリン、オキシトシンを測定した。検査中はバロスタット法で直腸壁の微
細運動を測定した。統計は を用いた。
結果：直腸への の電気刺激は内臓感覚情動総スコアを有意に増加させた 。右
は電気刺激 によって惹起される内臓感覚情動総スコアを有意に減少させた（ ＜ ）。また、右
により血中 濃度は有意に上昇した（ ＜ ）。左 への 刺激では、内臓感
覚情動総スコアは直腸 電気刺激と変わらなかった。 により、血中 、コルチゾール濃度は
有意に上昇した（ ＜ ）。
結論：右 への低周波数 によって、大腸電気刺激誘発性の内臓感覚・陰性情動が特異的に抑制さ
れ、仮説 は支持され、仮説 は棄却された。また、左右 への高周波数 によって、視床下部
下垂体 副腎皮質軸が活性化されることが示唆された。今後、この研究を進めることにより、脳腸相関におけ
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る の役割がより明確になり、難治性腹痛を示す病態群への新しい治療を開発し得ると考える。
 
 
